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資料紹介 

Wolseley 発動機付き Envoy“雛鶴”について 

『ウズレーA.R.9型發動機二基装備 エヤスピード社A.S.6型“雛鶴”取扱説明書』 

Airspeed Limited Envoy  airplane with twin Wolseley A.R.9 Aries  engines 

 

坂上茂樹 

 

はじめに 

旧稿にて述べた通り，ライセンス生産や独自開発による一連の航空発動機に不出来を託ち

続けていた新生・三菱重工業(←三菱航空機←三菱内燃機)は’34年，東京瓦斯電気工業製の空冷

星型航空発動機 天風(1R-9, 130×150mm, 300HP/1800rpm@海面高度)を受託生産している．更

に三菱は’35年 6月，’31年設立のAirspeed Limited(英)より’34年 6月に初飛行したばかりの

木製･合板/羽布張り低翼単葉双発機Envoyの製造権を購入，Armstrong Siddeley(英) Lynx発

動機(1R7, 215HP)搭載機とWolseley(英) A.R.9 Aries発動機(1R9, 225HP)搭載機とを各 1機，サ

ンプル輸入し，これを雛
ひな

鶴
づる

と命名の上，それぞれ日本航空輸送，海軍での試用に供した1． 

 

   

『機械學會誌』第 38 巻 第 222 號，1935 年 10 月，ニュース“我が國航空路を飛ぶ Aiespeed Envoy 機”

753~754頁，754頁，より． 

 
1 拙稿「三菱航空発動機技術史(訂正補足版) [Ⅲ]」(→IRDB)，参照． 
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EnvoyはA.S, Linx ⅣCや同Cheetah，Wright(米) Whirlwindの装備をも考慮した設計と

なっていたが，以下は海軍に提供されたWolseley Motors Limited製A.R.9 Aries 発動機付

き Envoy“雛鶴”，即ち，わが国においてはたった 1 機，海軍に提供された輸入個体に係わ

る三菱重工業株式會社名古屋航空機製作所発行の取扱説明書 『ウズレーA.R.9 型發動機二基

装備 エヤスピード社 A.S.6型“雛鶴”取扱説明書』をそのまま画像の形で紹介しようとする

ものである2． 

イギリスの中堅自動車メーカーWolseley は永らく航空発動機に係わって来てはいたが，そ

の製品群は圧倒的に水冷主体であり，Wolseley 製空冷星型航空発動機は歴史的に極めてレア

な存在であった．因って，この取説は単に「三菱航空発動機技術史(訂正補足版) [Ⅲ]」への補

足たるに止まらず，航空発動機技術史に係わる副次的資料としても類稀な文献となっている3． 

  

 
2 現物は 229×160mmサイズ，エンマ帳風のクロス貼り堅表紙を持ち，中身の版型 227×

155mm，47頁＋附図 6葉の体裁を有する紐綴じ小冊子である．無刊記であるが，’35年の

発行と観て大過無かろう． 
3 Wolseleyにおける第一次世界大戦前の自動車用機関については拙稿「第一次世界大戦前の

Wolseleyエンジンのことなど――いすゞの原点を求めて――」を，第一次世界大戦前の航空発動

機開発や戦時期におけるイスパノ発動機のライセンス生産事蹟，更には大戦直後の乗用車

TENとその SOHC機関とについては拙稿「石川島ウーズレー乗用車……いすゞの失われた

原点」をご参照頂きたい．イスパノとWolseleyとの縁については拙稿「三菱航空発動機技

術史(訂正補足版) [Ⅰ]」においても若干，言及しておいた(何れも→IRDB)． 
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 書込みの一部は敢えて活かしておいた． 
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 この捩り下げは幾何学的捩り下げと呼ばれるものである． 
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 T.45はNiCrMo鋼の類かと想われる． 
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基準翼＝内翼，中央翼．“フリーズ”は Frise． 
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 “ハロー”はアスベスト製品の商標であろう． 
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 Tungamは英国製の鍛錬用珪素銅合金． 
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 Rotherham(ロザラム)製の環状油密材の謂いか？ 充油用具の名称として原・44頁に後出． 
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ファイバー(堅紙)は綿･麻・木材パルプ製厚紙を ZnCl2溶液に浸漬，表面膠化後，圧縮乾燥整形した物． 
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 パラフィンはパラフィン芳香族縮合油＝高級潤滑油の謂いか？ 
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 “ランガイト コルク帯”はコルク入りゴム(cork rubber)の一商標か？ 
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 この點火コイルはバイブレータ回路の謂い． 
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 ROTHERHAM Olivesはフェルト・リングのようなシール兼保油材か？ 
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1．貨客搭載區分 

 

                 

 TRIMは飛行姿勢ないし平衡状態，M/Cは燃料と潤滑油との最大搭載量の謂いと想われる． 
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2．ブレーキ系統 
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3．脚上下油壓系統 
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4．燃料系統 
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5．滑油系統 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 吸排気弁挟み角は 20°であったようである． 
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6．注油個所一覽 
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おわりに 

三菱は Envoy 旅客機を“雛鶴型旅客輸送機”と命名し，国産試作 1 号機の機体を 1936 年

に完成させた．しかし，当時，天風の手持ちないし予備は無かったらしく，サンプル輸入機搭

載の発動機に相当する国産発動機が得られなかった
．．．．．．．

として
．．．

三菱は当時，逓信省制式発動機で

あった東京瓦斯電気工業製，神風発動機(Ⅱ型：1R7-115×120mm, 130HP/1800rpm@海面高度, 

離昇 160HP/2050rpm)の装備を余儀なくされた4． 

Envoy 機自体はイギリスでその後も製造され続け，軽爆撃機や偵察機に転換された機体も

存在した．同じイギリスの木製双発低翼単葉機 Mosquito においても典型的に観察された如

く，用途転換に成功した事実はその機体の良好な基本的素質を物語っている．第二次世界大戦

を前にして Envoy が混成構造機体を持つ Oxford 軍用練習機へと発展したのは決してその不

出来ゆえではなく，生産性への配慮からかと想われる． 

それにしても，如何せん国産試作 1号“雛鶴”機装備の神風は機体に対して非力に過ぎた．

このパワー不足のためであろう，1937年 10月 27日，陸軍各務ヶ原飛行場を借りての試験飛

行にて当該機は離陸直後に失速し墜落，岩堀操縦士は重傷を負い，同乗の技術者――日仏交換

学生としてフランスに留学，帰朝後間もなく三菱名航において主に量産向きの機体構造設計

法開発を担当せしめられていた榊原帯刀
たてわき

技師は死亡した．これは三菱における試験飛行にお

いて発生した殉職事故 2件中の第 1号となった5． 

事故原因は一回り小さな発動機に換装した際に行われたナセルの形状変更が不適当で，失

速を誘発したため，などと伝えられているが，果して真相はそこに在ったと言うべきであろう

か？6 

Envoy のその後を見るにつけ，全く単純に，最初から天風あたりが奮発されておればと悔

やまれてならない．実際，本国の Envoy機には後年，A.S.のベストセラー発動機 Cheetah (1R7, 

350HP)が装備されるに到っている7． 

とまれ，Envoyの一部にA.R.9 Aries発動機を提供したWolseleyは 1936年，航空発動機

製造から撤退した．一方，三菱の国産化“雛鶴”も初号機の墜落事故後，Lynx発動機装備型

を僅か 11数えるにとどまった．かくて，木製機の優れた伝統をこの国に根付かせる余裕さえ

与えぬまま，この国の時間は慌ただしくも虚しく経過して行くことになる8． 

 

 
4 神風発動機については拙稿「瓦斯電 神風 発動機について」(→IRDB)，参照． 
5 宇田 愛『榊原帯刀』私家版，1942年，吉川泰三「落第希望の秀才」『同窓会報 16』1959年．

ネット上の“三高私説”，参照．菱光会『往事茫茫』第一巻(1970 年)の 74，352 頁に彼につ

いての，153，343~344頁にエンボイ機についての言及が見られる． 
6 双発単葉機におけるナセル設計の難しさについては木村秀政が「A-26 長距離機」航空情報

臨時増刊『日本傑作機物語』酣燈社，1959年，154~155頁(別冊航空情報『設計者の証言』上，酣

燈社，1994年，176~193頁)，においてやや詳しく語っている． 
7 宮本晃男編『航空機大辞典』育生社弘道閣，1942年，60頁，参照． 
8 松岡久光『みつびし飛行機物語』改訂重版，アテネ書房，2002年，479~480頁，参照． 
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